
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年４月１９日 文責 岡田 
 

No.4 

 

令和６年度一学期始業式では、学校環境整備についてお話させていただきました。昨

年学校だよりでもご紹介したように、生徒による清掃活動は少なくなっているものの、スク

ールサポートスタッフや応接員、事務補助員などのみなさんの力もあって、共用部分につ

いては学校環境がきれいに保たれています。 

今年から生徒による簡易清掃の回数も週に１回とし、昨年よりもさらに少なくなります。

教室も自分たちの力できれいに保っていくようみんなの意識がさらに必要となります。消

しゴムのカスを集めてゴミ箱に捨てられる人になろう、教室や廊下に落ちているゴミを拾

って捨てられる人になろう、たくさんのゴミを目にしたら、ほうきやチリトリを使って、自らそ

うじができる人になろうとお話をしました。生徒のみなさん、みんなの小さな力を集めて、

気持ちのいい学校生活環境を作っていきましょう！ 

自分たちの力で学校環境を整えるために… 

生徒の送迎にかかわる保険加入について 

すすんでゴミを 

拾う大谷選手 

部活動をはじめとする学校管理下における教育活動時に生徒を送迎（車に乗せての移動）しなければ

ならないことがあります。亀山中学校PTAでは、万が一の交通事故に対していくらかでもけが等の補償が

できるよう、保険に加入していただいております。補償額は十分ではないかもしれませんが、少しでも補償

できればと考えての保険制度加入です。万が一の際には手続等も必要となるため、次ページの説明もご一

読ください。保護者のみなさまが、運転される乗用車等で生徒を送迎する場合も対象です。（次ページへ） 

 

負けないように、枯れないように、 
笑って咲く花になろう… 

見出しの言葉を聞いてピンとくるでしょうか。そうです、日本を代 

表するロックバンド Mr.Children（ミスター・チルドレン）の名曲 

「花―Memento-Mori―」のサビの部分に出てくる一節です。 

実は今から三十年近く昔のこととなりますが、私がこの亀山中学校に初めて赴任した年に担任をさせてい

ただいた当時の３年４組では、このフレーズを学級目標としていました。 

中学校生活の最後を迎えた3年生として、「負けないように、枯れないように、笑って咲く花になろう…」

の歌詞のごとく、「つらいことや苦しいこともあるだろうけど、みんなで力を合わせて、支え合って、最後には

みんなが笑顔になれるような卒業を迎えよう」と意味づけしてくれました。 

私にとっては大切な思い出です。今、各学級でも学級目標を作っていることでしょう。すでに作ったという

クラスもあるかもしれません。学級目標は掲げただけでは意味がありません。一年間クラスとして仲間とし

てどのように生きていくか、そのことをしっかりとみんなで共有していきましょう！ 

 

 



 

生徒の送迎に関わる保険の加入について 

 

 

加入目的   学校管理下での教育活動に伴う送迎の際の交通事故に対し、学校（ＰＴＡ）として保

険に加入し、生徒の怪我等に補償していくため 

代理店    有限会社保険工房みえ 

保険種類   団体総合生活補償保険（あいおいニッセイ同和損害保険） 

保険期間   １年間 

被保険者数  １５名（超えると保険が適用されない場合がある） 

対象者    生徒 

対象内容   教育活動に伴う送迎の際の交通事故 

保険金額   ３９，４５０（１５人×２，６３０円） 

補償内容   傷害死亡・後遺障害 ２，５００千円 

       傷害入院（日額）  ２，５００ 円 支払限度１８０日 支払期間１８０日 

       傷害通院（日額）  １，０００ 円 支払限度 ９０日 支払期間１８０日 

保険具体例  ・保護者が学校から現地へ運転している際の交通事故について補償される 

       （運転手が誰であろうと、事故で怪我を負った人が生徒であれば補償される） 

       ・当初のルートから大幅には離れたルートで走行した場合は補償されない 

       （個人的理由で、スーパーで買い物をしたりデパートに寄ったりした場合） 

       ・学校管理下で行われる教育活動に伴う送迎の際の交通事故について補償される 

       （生徒会研修会、生徒が代表で参加するイベント、部活動 等） 

       ・１回の送迎に伴う生徒の人数が、被保険者数の人数まで補償対象となる 

       ・平日、土日祝日、時間帯に関係なく、補償対象となる 

事故後対応  ①警察に通報し、事故証明を取る 

       ②管理職より事故発生の連絡を代理店に行う 

（事故発生当日に連絡する必要なし） 

       ③事故申告書を作成する（保険会社より後日送付されてくる書類） 

       ④通院や入院の際は、診断書が必要になる場合がある（金額により指示あり） 

       ⑤名簿や送迎実施計画書の提出が必要になる場合がある 

 

 


